
病気を抱えながら生活を送っていると不安や心配ごとが増えたり、

気持ちが落ち込んだりすることがあります。

こころの相談では、お話を聴くことを通して、そのようなこころの不安や

 つらさを少しでも和らげ、病気と上手にお付き合いしていくためのお手伝い

 をしたいと考えています。

 
ご家族の相談もお受けしています。

〔担当者〕

 

臨床心理士

 

笹田

〔お問い合わせ先〕

 

患者相談支援室

・外来でご相談の方は、医療スタッフにお声かけいただくか、

患者相談支援室にお越しください。

・

 

当院入院中の方は、病棟スタッフにお声かけください。

病気や治療のことで

不安に思うことがある

このようなときご相談ください

病気のことで悪いほうばかりに考え、

気持ちが落ち込んでいる

家族が病気になったが、

どのように接したらよいか

病気のことで迷ったり、

気持ちの整理がつかない

介護の疲れや心配ごとが

続いている

こころの相談


	こころの相談

